別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名:　円空大賞開催事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　環境生活部　人づくり文化課　文化振興担当　電話番号：058-272-1111（内2455）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11151@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額： 26,672千円（前年度予算額：6,000千円）

　　　　　　　　　　　　　　※平成22年度は選考のみ実施
	事業内容


	１　事業の内容


 立体造形等の分野で、｢円空｣と同様に土着の文化に根ざしながら独創的な芸術を創造している国内外の芸術家を顕彰し、県民に優れた芸術文化に触れる機会を設けるとともに、円空を県外へ向けて発信する。
※円空：江戸時代の僧。美濃国(現在の岐阜県)生まれ。全国を行脚し、生涯に１２万体もの仏像を彫ったことで知られる。
　（１）第６回円空大賞授賞式

　　　　　平成２２年度に第６回円空大賞の選考を行い、受賞者を決定。

　　　　　円空大賞展開会式に合わせ、授賞式を行う。

　　　 　　 受　賞　者　円空大賞１名、円空賞４名
（２）第６回円空大賞展

　　　　第６回円空大賞受賞者５名の作品展を開催する。

        会期　平成２４年２月～３月　２０日間程度（予定）
場所　岐阜県美術館
　　　　

	２　所要経費


　  26,672千円
　（１）授賞式（賞金含）10,676        
　（２）大賞展　　　　  15,596
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　　５　ふるさとへの誇りと愛情を育てる　　　

文化・伝統の継承や発信などの取り組みにより、ふるさとへの誇りと愛情を育て、文化の薫り高い地域づくりに取り組む。
	２　これまでの取組状況


 平成１１年度に「円空大賞」を制定し、平成２０年度までに５回の選考、授賞式、大賞展を実施してきた。平成２１年度は、文化庁事業による円空関連事業の実施により休止し、平成２２年度に第６回円空大賞の選考を行った。

【第１回～第５回までの受賞者】
円空大賞５名　西村 公朝　仏像彫刻家(第１回)、加藤 昭男　彫刻家　　(第２回)

三浦 景生　染色家　　(第３回)、新宮　 晋　造形作家　(第４回)
李　 禹煥　美術家　　(第５回)

円空賞２２名、知事賞３名（第１～３回まで）、特別賞１名(第１回のみ)
	３　これまでの取組に対する評価


　ふるさとの誇りとして円空の再評価と再認識が県民に広まり、円空仏の保存・継承に努める機運が醸成されるとともに、円空大賞を通して国内外に円空の慈愛の精神、類のない独自の芸術を発信することができた。

また、受賞者からは、大賞展にあたっての作品出品をはじめ、ワークショップや鑑賞教室の講師を務めていただく等、岐阜県の文化・芸術の振興に多大な協力が得られた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	6,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,000

	要求額
	26,672
	0
	0
	701
	0
	0
	0
	0
	25,971

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


